
🌈コミュニティセンターの紹介🌈           

 厚生労働省エイズ発生動向調査によれば、わが国では、HIV 感染者及びエイズ患者

の報告数は横ばいとなっていますが、感染経路としては、日本国籍男性の同性間性的

接触による感染が多くを占め、幅広い年齢層での報告があります。 

 こうした状況から、エイズ予防財団は、厚生労働省の委託を受けて、個別施策層で

ある同性愛者等に対して、エイズに関する正しい知識の普及等を推進するため、NGO

等による当事者性のある活動の支援を行っています。 

また、事業を効果的・効率的に推進するための推進協議会を設け、次の各コミュニ 

ティセンター間の連携を図るとともに、厚生労働省エイズ対策研究事業による「MSM

の HIV感染対策に取り組む研究班」とも協調・協働し、事業の評価を進めています。

（公益財団法人エイズ予防財団 HPより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティセンターはセクシャリティに理解のあるスタッフに相談でき、気軽に

立ち寄れるコミュニティスペースとなっており、同性愛者等に対して HIV/エイズに関

する情報提供や予防啓発などの活動をしたりしています。さまざまなイベントの開催

やサークル活動の情報提供などもしています。 

私達はエイズを正しく理解することはもちろん、多様な性について、そしてそれに

対する偏見や差別、価値観について、あらためて考えてみる必要があると思います。 

 

 

資料：公益財団法人エイズ予防財団発行パンフレット 

「Community Center Guide」 


